職種：生産管理　　職務：工程管理

【概要】

　工程管理とは、生産計画に基づいて工程・日程を管理するとともに、資材の調達・管理や外注管理、在庫管理、原価管理に関する企画及び推進を行うことである。

【仕事の内容】

　工程管理は、以下の３つに大別され、それらを実行する仕事である。

１．日程管理を行い、進捗状況を適切に管理・運営する。

２．資材の調達・管理、外注管理、在庫管理を行い、生産管理の効率化に努める。

３．原価計算を行うとともに原価管理手法を用いてコスト削減の方策を立案・実施する。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、経験や公的資格は特に必要とされないが、経験者採用の際は、当該業務における専門知識やスキル、資格等が問われることが多い。

（2） 技能検定（鍛造）の資格（２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。
（3） 鍛造業や鍛造製品に関する興味や関心を持っていること、自身の技術レベル向上への意欲を持っていることなどが挙げられる。

　日程管理、資材管理、原価管理それぞれに求められる経験・能力は次のとおりである。

・日程管理

1 現場の生産能力を把握し、生産品目、数量、納期を踏まえたうえで、適正な仕事量の維持と外注先の活用を立案することができるだけの現場経験と現状把握力に加えて、洞察力、企画立案力が求められる。

2 週間、旬間程度のスケジュールを策定でき、費用対効果が優れた生産計画の立案や、業務の実施方法・作業分担などの見直し、改善を行うことができる。

・資材管理

1 資材管理は、全体的なコスト削減に努める必要があることから、経営戦略や全社的視点を持って臨むことが必要になるため、経営的なセンス、意識が求められる。

2 広汎な種類の材料に関する知識吸収欲が必要である。

・原価管理
1 原価計算と原価管理の違い、原価、原価構成に関する専門知識が求められるとともに、データの分析能力、改善点・代替案の提案能力などが求められる。

2 原価低減やその評価に関する知識と実務状況からコスト削減の立案ができることが求められ、専門知識と現場経験が必要である。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

鍛造（２級）

· 職業訓練認定コース　鍛造技術通信講座〔日本鍛造協会〕
２級技能士鍛造科
資格に関係しない普通コースも併設

· 資材管理士

· 厚生労働省方式現場監督者安全衛生教育トレーナー
· ファシリティマネージャー〔社団法人日本ファシリティマネジメント推進協会〕

【労働省職業分類（小分類）との対応】

０７１　その他の技術者

